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Reason for your choice
わたしたちの医療は “新しい生命”を生み出すためのものです。   
ひとつでも多くの生命の誕生のために。  すべての女性のために。　 いま、わたしたちができることを… 公益社団法人 日本産科婦人科学会

Japan Society of Obstetrics and Gynecology

『医学生フォーラム』報告
4月19日の午後3時過ぎ、『医学生フォーラム』が開催される東京国際フォーラムのホールD5は、開始前にもかかわらず、すでに熱気に包まれていました

第66回日本産科婦人科学会学術講演会

ここで紹介しているものは抜粋です。全文はWEB サイトに掲載されていますので、ぜひご覧ください！

　東大産婦人科プログラムの研修医の先生方に案内してい
ただいたおかげで楽しく見学でき、3D 画像を構築できるエ
コーや腹腔内視鏡、分娩器具などを体験して回りました。
　医学生フォーラムは、テーマに関して各人が調べてきた内
容を持ち寄り、班員で議論し、まとまった内容を代表者が
発表する形式でした。扱うテーマは医学知識を要するものではなく、全員が気後れすることなく取り組めました。同世代の学生は同じ悩みを抱えているようで、「少子化は生涯未婚率の上昇によるものである。我々も結婚しなければ！」という主張が多かったです。ファシリテーターの先生のご指導のおかげでコンペでは優秀賞をいただきましたが、全国から集まった医学生と交流できたことが、やはり何よりの財産になったと思います。

【東京大学医学部　衣斐恭介】

　私たちのチームのテーマは、発展途上国における出産の問題点と対策。非常に難しく考
えさせられるテーマでしたが、チーム担当の杉並先生のご指導と学生の充実した準備のお
かげで意味のある提言を出来たのではと思います。
　最後に行われるチームごとの発表は素晴らしく、考えもしなかった提案や問題に対する
新たな視点などがぽんぽん生まれ、わくわくした楽しい時間を過ごしました。

　実は、当日会場に着いて初めて、何も準備していないのは私
だけ、ということに気づき大慌て。教授から何ひとつ聞かされ
ていなかったのです。（あとで教授は大笑いしながら謝ってくれ
ましたが。）しかし、杉並先生の計らいで私にもプレゼンターと
いう役割を与えていただき、貴重な体験となりました。
【横浜市立大学　富田詩織】

　今回日本産婦人科学会に参加して、とても
良い体験ができたと思っています。

　私は今回の医学生フォーラムへの参加が
楽しみな半面、他大学の学生と短時間で話

し

合い考えをまとめて発表するのが可能だろう
かと不安もありましたが、実際参加してみて

出席者の皆が、とても勉強熱心で親しみ易く
安心しました。そのため、同じ班員との中で

発表やスライド作りもスムーズに進みました
。発表の際、各班が聴衆を惹きつけるような

個性あふれる発表の連続で、その中身はどれ
も充実し、かつユーモアもあり、全く眠気を

感じることなく発表に聴き入りました。医学生
フォーラムが終わって、 同じ大学の同級

生達の皆で考えたことは、他大学の出席者の
意識の高さと積極性で

す。将来的に、今回の出席者と学会で会っ
たり、一緒に働くことが

出来たらとても楽しいだろうなあと思いまし
た。

　【久留米大学　清田茉莉子】

　今年の４月に産婦人科に興味を持つ全国の学生が集まり
、学会史上初の試みで医学生

フォーラムが開催されました。形式としては、予め公表さ
れていた４つのテーマについて

の資料や文献をもとにその場でグループ全体としての意見
をスライドにまとめ、発表と質

疑応答を行うというものでした。テーマは出生前診断・少子
化対策・途上国の出産問題・

産婦人科関連のマスコミ報道が社会に与える影響など多岐
にわたる分野であり、新たに

学んだ内容も多かったです。

　普段の大学の実習では医学的知識や手技などに目を向け
がちで

すが、この医学生フォーラムという企画により産婦人科領域
の社会

的問題を改めて認識し、それについて学生なりに意見を持ち議
論す

る時間を頂けたことが非常に有意義であったと実感しています
。

【東北大学医学部医学科　鈴木瑛梨】

参加者の声医学生
フォーラム

No.15  Oct.  2014 JSOG  Newsletterきみのちからで、きっと未来は明るくなる。

公益社団法人 日本産科婦人科学会
Japan Society of Obstetrics and Gynecology www. jsog.or. jp

No.15
O c t o b e r

2014

4
月
18
日
か
ら
3
日
間
、
東

京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、
第
66

回
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
学
術

講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

特
別
講
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

は
じ
め
と
し
て
多
く
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
中
で
、
本
学
会
の
学
術
講
演

会
と
し
て
は
初
め
て
の
試
み
で

あ
る
『
医
学
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
』

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
希

望
の
あ
っ
た
全
国
の
医
学
部
6

年
生
の
中
か
ら
、
抽
選
で
選
ば

れ
た
１
０
８
名
の
医
学
生
が
、

12
テ
ー
ブ
ル
（
グ
ル
ー
プ
）に

分
か
れ
て
、
3
テ
ー
ブ
ル
ご
と

に
同
じ
テ
ー
マ
、
全
体
で
4
つ

の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
そ
の
結
果

を
各
テ
ー
ブ
ル
の
代
表
医
学
生

が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

う
、と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

各
テ
ー
ブ
ル
に
は
、
1
名
の
産

婦
人
科
若
手
医
師
が
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
同
席
し
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
次
の
4
つ
で
し
た
。

A
産
婦
人
科
関
連
の
マ
ス
コ
ミ

報
道
が
社
会
に
与
え
る
影
響

B
出
生
前
診
断
の
明
と
暗

C
途
上
国
で
の
出
産
の
問
題
点

と
対
策

D
少
子
化
に
対
す
る
対
策

参
加
し
た
医
学
生
に
は
、
事

前
に
グ
ル
ー
プ
分
け
、
す
な
わ

ち
テ
ー
マ
を
連
絡
し
て
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
ほ
と
ん
ど

の
医
学
生
が
熱
心
に
予
習
を
し

て
き
て
お
り
、
個
人
的
に

Pow
erPoint

の
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
フ
ァ
イ
ル
を
作
成
し

て
持
参
し
て
き
た
医
学
生
も
い

ま
し
た
。
ま
た
、
抽
選
に
も
れ

た
多
く
の
医
学
生
も
見
学
に
来

て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
医
学

生
た
ち
の
や
る
気
が
、
開
始
前

か
ら
会
場
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い

て
、
ま
さ
に
熱
気
に
包
ま
れ
る

と
い
う
状
態
で
し
た
。

15
時
30
分
、『
医
学
生
フ
ォ

ー
ラ
ム
』
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
各
テ
ー
ブ
ル
と
も
、
と
て

も
真
剣
な
、
そ
し
て
熱
い
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
盛

り
上
が
ら
な
か
っ
た
ら
ど
う
し

よ
う
、と
考
え
て
の
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
配
置
で
し
た
が
、
そ
れ
が

全
く
の
見
当
違
い
だ
っ
た
こ
と

に
す
ぐ
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
だ
っ
た
あ
る

産
婦
人
科
若
手
医
師
の
言
葉
で

す
。「
何
も
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど

す
る
必
要
も
な
く
、
学
生
た
ち

の
熱
い
議
論
を
、
た
だ
た
だ
呆

然
と
眺
め
て
い
ま
し
た
…
…
。」

そ
の
後
、
各
テ
ー
ブ
ル
の
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
紙
面
の
都

合
で
、
そ
の
具
体
的
内
容
を
示

す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
日

本
産
科
婦
人
科
学
会
に
対
し

て
、
あ
る
い
は
す
で
に
産
婦
人

科
医
と
し
て
働
く
我
々
に
対
し

て
の
提
言
が
あ
っ
た
り
、
自
ら

の
決
意
表
明
が
あ
っ
た
り
、
テ

ー
マ
Ｄ
に
つ
い
て
は
、
ア
ッ
と

驚
く
少
子
化
対
策
が
提
案
さ
れ

た
り
し
ま
し
た
。
ど
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も
、
我
々
の
よ

う
な
産
婦
人
科
医
に
は
な
い
、

柔
軟
な
発
想
と
創
造
性
に
富
ん

だ
も
の
で
、
本
当
に
衝
撃
を
受

け
ま
し
た
。

会
場
に
見
学

に
来
て
い
た

全
国
の
産
婦

人
科
教
授
を

は
じ
め
と
す

る
学
会
員

も
、
皆
同
じ

衝
撃
を
感
じ

た
と
思
い
ま

す
。全

テ
ー
ブ

ル
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
終

了
後
、
審
査
の
結
果
、
テ
ー
マ

ご
と
に
最
も
評
価
の
高
か
っ
た

テ
ー
ブ
ル
の
表
彰
が
行
わ
れ
、

『
医
学
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
は
終

了
し
ま
し
た
。
終
了
後
、
し
ば

ら
く
の
間
、
同
じ
テ
ー
ブ
ル
と

な
っ
た
医
学
生
同
士
が
連
絡
先

を
交
換
し
て
い
る
姿
が
見
ら

れ
、
産
婦
人
科
学

に
興
味
を
持
つ
医

学
生
の
横
の
つ
な

が
り
の
構
築
、
と

い
う
意
味
で
も
と

て
も
有
意
義
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ

た
と
感
じ
ま
し
た
。

『
医
学
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
は
、

次
回
、第
67
回
学
術
講
演
会（
２

０
１
５
年
4
月
・
横
浜
）で
も

行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
こ
の

"Reason for your choice"

を

読
ん
で
い
る
、
全
国
の
現
医
学

部
5
年
生
の
多
く
に
是
非
参
加

し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

「『
医
学
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
っ

て
楽
し
い
で
す
よ
、
そ
し
て
産

婦
人
科
学
っ
て
と
っ
て
も
面
白

い
で
す
よ
！
」

な
お
、
最
後
に
一
言
。
今
回

の
『
医
学
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
で

は
、
運
営
上
の
不
手
際
か
ら
、

終
了
時
間
が
約
1
時
間
も
オ
ー

バ
ー
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
最
後
ま
で
参
加
で
き

な
か
っ
た
医
学
生
も
い
て
、
本

当
に
申
し
訳
な
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て

お
詫
び
を
い
た
し
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
現
医
学
部
5
年

生
の
皆
さ
ん
、
来
年
お
会
い
し

ま
し
ょ
う
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きみのちからで、きっと未来は明るくなる。

埼玉医科大学総合医療センター・霞澤 匠横浜市立市民病院・谷岡沙紀

最初は小児科を志望して入学しましたが、実習の中で子どもの疾患
以上にお母さんの不安に対して関心を持ちました。そして産科・婦
人科と実習すると、女性の不安に寄り添いたいという想いが強くな
り、きっと女性の不安や悲しみを少しでも和らげることが出来たら生
き甲斐になるだろうと感じ、女性の一生涯に関わることのできる産婦
人科を志しました。
全国各地の産婦人科で1～ 2週間ずつ実習させて頂いた際は、出産
に手術に外来に、毎日が本当に楽しく、また生き生きと仕事をする先
生方に憧れを抱きました。

初期研修は産婦人科コースを選択し、他科の先生方か
らも、将来に活きる知識を得たり経験を積めるよう気を
遣って頂き、ありがたい限りです。また、どの分野も学ぶ
ほどに興味深く感じ、専門の研修が楽しみです。今年の学

術講演会では縁あって津
軽三味線の演奏で参加させて
頂きましたが、これからも人の縁
を大切に、多くの人との関わりの
中で研鑽に励みたいと思います。

父が産婦人科として開業しており、元々慣れ親しんだ職業でした。授業
を受け次第に興味を持ち始めましたが、産婦人科を目指したいと強く心
に思ったのは、5年生の病院実習以降のことでした。産婦人科には多く
の要素がまとまっていると感じたからです。幅広い年代の患者さんがい
る中で、分娩では新しい命の誕生に携われ、合併症のある妊婦の管理や
不妊治療における薬物療法もでき、帝王切開や腹腔鏡手術もでき、がん
患者さんの精神的配慮もすることができます。患者さんは一般的に女性
だけですが、人間の一生に関われ、なおかつその中に外科的・内科的・精
神科的要素が含まれていて、それが全てつながってい

ることに引きつけられました。
　私は現在、埼玉医科大学にある3つの病院で産婦人科を中

心に初期研修医2年目を過ごしています。尊敬できる先生方に
ご指導いただきながら1日ごと

に新しい経験をしていますが、知れ
ば知るほどその先に勉強すべきこ
とが増えてきます。学ぶことが多
いと思いますが、自信が持てるよう
努力していきたいと思います。

女性の不安に
寄り添いたいという想い

産婦人科には多くの
要素がまとまっている

研修医の声
研修医の方々に、産婦人科を選んだ理由や、
産婦人科に寄せる夢を語って頂きました。

第
66
回
日
本
産
科
婦
人
科
学

会
学
術
講
演
会
を
平
成
26
年
4

月
18
日
か
ら
3
日
間
の
日
程
で

開
催
し
ま
し
た
。
総
参
加
者
数

は
７
８
３
０
名
に
お
よ
び
初
の

７
０
０
０
名
台
で
過
去
最
高
と

な
り
ま
し
た
。
今
回
の
学
術
講

演
会
は
筑
波
大
学
医
学
医
療

系
産
科
婦
人
科
学
教
授
吉
川

裕
之
学
術
集
会
長
に
よ
る

「IM
AG

IN
E TH

E FU
TU

RE 

～

想
像
し
よ
う
、
未
来
を
～
」
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、プ
ロ
グ
ラ

ム
編
成
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

10
年
後
、
30
年
後
、
50
年
後
、

私
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
医
療
技

術
、
治
療
法
を
開
発
し
、
患
者

さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
医
療
を
受

け
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
若
手

医
師
や
医
学
生
の
み
な
さ
ん
が

築
い
て
い
く
新
し
い
世
界
を
覗

き
た
い
と
い
う
会
長
や
ベ
テ
ラ

ン
医
師
の
期
待
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

会
長
企
画
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
で
は
「
想
像

し
よ
う
、
日
本
の
お
産

の
未
来
を
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
理
想
的
な
未
来

の
周
産
期
医
療
提
供
体

制
を
想
像
し
、
今
後
ど

の
よ
う
に
創
造
し
て
行

く
か
が
自
由
に
議
論
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
か
ら

始
ま
っ
た
新
企
画
「
医
学
生
フ

ォ
ー
ラ
ム
」
は
全
国
か
ら
集
ま

っ
た
１
０
８
名
の
医
学
部
６
年

生
が
12
の
グ
ル
ー
プ
に
分
れ
、

産
婦
人
科
に
ま
つ
わ
る
４
つ
の

テ
ー
マ
を
3
グ
ル
ー
プ
ず
つ
が

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
、
代
表

医
学
生
が
発
表
す
る
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
し
た
。
将
来
の
進
路
と
し

て
産
婦
人
科
に
興
味
を
持
つ
全

国
の
医
学
部
６
年
生
の
発
表

は
、
豊
か
な
個
性
と
新
感
覚
に

満
ち
た
も
の
で
審
査
員
を
唸
ら

せ
て
い
ま
し
た
。
本
会
が
第
１

回
目
で
あ
り
、
会
場
が
狭
か
っ

た
事
、
も
と
も
と
設
定
し
て
い

た
時
間
で
は
短
か
っ
た
事
な
ど

反
省
点
は
あ
り
ま
す
が
、
大
好

評
で
あ
り
、
来
年
以
降
は
今
年

の
反
省
を
生
か
し
て
、
更
に
充

実
し
た
企
画
と
し
て
継
続
さ
れ

る
も
の
と
思
い
ま
す
。

初
期
研
修
医
や
学
生
の
皆
さ

ん
が
学
術
講
演
会
に
興
味
を
持

っ
て
下
さ
る
こ
と
を
目
指
し
て

企
画
し
た
産
科
救
急
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
の
実
体
験
セ
ミ
ナ
ー
は
、

申
し
込
み
予
約
が
あ
っ
と
い
う

間
に
一
杯
に
な
っ
て
し
ま
う
ほ

ど
で
、
非
常
に
好
評
で
し
た
。

学
会
参
加
者
の
親
睦
を
深

め
る
情
報
交
換
会
は
18
日
の

夜
に
行
わ
れ
、
恒
例
と
な
っ
た

Ｎ
Ｓ
Ｔ
（N

issanfu Sound 

Team

）
の
素
晴
ら
し
い
演
奏

と
、
吉
川
学
術
集
会
長
の
「
サ

ラ
イ
」
の
熱
唱
、
そ
し
て
、
医

学
生
も
参
加
し
て
歌
い
踊
っ
た

「
恋
す
る
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
ク
ッ

キ
ー
」
は
今
で
も
ま
ぶ
た
の
裏

に
浮
か
び
ま
す
。

医
学
生
、
初
期
研
修
医
の
み

ん
な
の
パ
ワ
ー
を
見
せ
て
も
ら

い
、
明
る
い
産
婦
人
科
を

「IM
A

G
IN

E TH
E FU

TU
RE

」

で
き
た
忘
れ
ら
れ
な
い
3
日
間

と
な
り
ま
し
た
。

吉川裕之学術集会長

情報交換会での一コマ

日米若手医師交換プログラム参加体験記

ACOGACOG
The American College of 
Obstetricians and Gynecologists

米国産科婦人科学会
2014年4月26日から30日、シカゴの
McCormick Place Convention Centerにて
第62回ACOG Annual Clinical Meetingが開催され、
日本産科婦人科学会の若手医師6名（長崎大学：阿部 修平先生、
東京大学：池田 悠至先生、群馬大学：今井 文晴先生、
名古屋大学：西野 公博先生、東北大学：濱田 裕貴先生、
大分大学：平川 東望子先生）が派遣されました。
ACOGとの若手医師交換プログラムは年々充実してきています。
本会の若手医師6名はどんな体験をしてきたのでしょうか。
またACOGの若手医師との交流で何を感じたのでしょうか。生の声をお届けします。

Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｇ 

Ａ
Ｃ
Ｍ
で
の
ポ

ス
タ
ー
発
表

参
加
者

全
員
に
ポ

ス
タ
ー
発

表
の
機
会

を
頂
き
ま

し
た
。
本
会
が
初
め
て
の
海
外

学
会
と
い
う
人
も
多
く
、
当
然

な
が
ら
英
語
に
て
飛
び
交
う
質

問
に
果
敢
に
答
え
る
事
で
各
々

の
実
力
の
再
確
認
、
お
よ
び
今

後
の
課
題
が
非
常
に
明
確
に
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。

 R
esident

（
日
本
で
い

う
後
期
研
修
医
）の
先
生
達

へ
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
・

レ
ク
チ
ャ
ー
へ
の
参
加

8
人
毎
の
円
卓
に
並
び
講
義

を
受
け
る
の
で
す
が
、
私
達
は

皆
バ
ラ
バ
ラ
に
座
り
、
現
地
の

Resident

の
先
生
達
と
の
交
流

を
行
い
な
が
ら
講
義
を
受
け
ま

し
た
。
印
象
的
で
あ
っ
た
の
は

学
術
的
な
内
容
で
は
な
く
、
む

し
ろ
医
師
と
し
て
い
か
に
あ
る

べ
き
か
と
い
う
根
本
的
か
つ
非

常
に
重
要
な
部
分
を
重
点
的
に

講
義
さ
れ
て
い
た
事
で
し
た
。

様
々
なR

eception

へ

の
参
加

実
は
日
本
以
上
に
ア
メ
リ
カ

の
学
会
で
は
多
く
の
パ
ー
テ
ィ

ー
が
学
会
期
間
に
開
か
れ
ま

す
。
特
に
素
晴
ら
し
か
っ
た
の

がPresident

（
学
会
長
）に
よ

る
招
待
パ
ー
テ
ィ
ー
で
、
限
ら

れ
た
人
々
が
参
加
す
る
形
式
で

し
た
。
な
ん
と
水
族
館
を
貸
し

切
り
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。
イ

ル
カ
や
ペ
ン
ギ
ン
を
見
な
が
ら

お
酒
を
飲
む
と
い
う
貴
重
か
つ

セ
レ
ブ
な
体
験
を
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

現
地
の
病
院
・
研
究
室
の

見
学
が
出
来
た

短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
シ
カ
ゴ
大
学
・
ノ
ー
ス
ウ

エ
ス
タ
ン
大
学
・
イ
リ
ノ
イ
州

立
大
学
の
3
か
所
を
見
学
さ
せ

て
頂
き
ま
し

た
。
や
は
り

海
外
の
施
設

を
関
係
者
の

方
に
ご
案
内

頂
け
る
の
は

と
て
も
刺
激

に
な
り
ま
す
。
日
本
で
も
そ
の

傾
向
は
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
ア
メ
リ
カ
は
格
差
社
会
が
よ

り
明
確
で
、
対
象
患
者
に
よ
り

設
備
に
大
き
な
違
い
が
あ
っ
た

の
が
印
象
的
で
し
た
。

日
本
の
同
年
代
の
産
婦
人

科
の
先
生
方
と
深
い
交
流

の
機
会
が
持
て
た

普
段
私
達
は
な
か
な
か
他
施

設
で
働
く
同
年
代
の
医
師
と
交

流
を
持
つ
機
会
が
あ
り
ま
せ

ん
。
今
回
、
こ
の
よ
う
な
機
会

を
通
じ
、同
じ
釜
の
飯
を
食
い
、

8
日
間
に
わ
た
り
同
じ
経
験
を

し
た
仲
間
を
持
て
た
事
は
こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
も
大
き
な
財

産
だ
と
思
い
ま
す
。

─　
◆ 　

─

個
人
的

に
は
日
本

産
科
婦
人

科
学
会
の

諸
先
生
方

が
い
か
に

私
達
若
手

の
育
成
を
真
剣
に
考
え
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
か
が
わ
か
っ
た
事
が

と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
今
ま

で
考
え
る
機
会
す
ら
な
か
っ
た

事
柄
で
、
今
後
自
分
も
積
極
的

に
よ
り
若
い
先
生
方
の
教
育
に

積
極
的
に
携
わ
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
自
覚
し
て
お
り
ま
す
。

若
手
の
先
生
方
、
素
晴
ら
し

い
体
験
が
出
来
る
の
で
是
非
本

プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
て
下
さ
い
! !

（
東
京
大
学
：
池
田
悠
至
、
大
分

大
学
：
平
川
東
望
子
）

講演を聴講する参加者

【▲全文はWEBに掲載されていますので、ぜひご覧ください！】


